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公益財団法人多摩市文化振興財団 

 

■全体 

 ・「項目の候補となるテーマ」が複数あり、わかりにくかったので、「テーマ」はより大きな括

りを示す語句を用いて簡潔に示し、細かい内容を右隣の枠に列記した。 

 

・章の最後以外は、1テーマ 2ページになるようにした。 

・上記にともない、1テーマに複数いた執筆者を絞った。 

 

■中タイトル（（１）、（２）などの部分） 

 ・一部、分かりやすく親しみやすい表現に変更した。 

 

■Ⅰ．写真で見る多摩 いま・むかし 

・「全体マップが有ると良い」というご意見があったので、全体マップを入れた。 

 

■Ⅱ．多摩市の環境 

 ・章の内容（１）谷戸の地形（２）谷戸の動物（３）谷戸の植物と里山の環境 を変更し、 

      （１）多摩の地形（２）かつての里山と生きもの（３）まちの中で生きる生きもの 

にした。＝種別ではなく、開発前と開発後で環境を比較できるようにした。 

 

■Ⅲ．多摩市の歴史（多摩ニュータウン開発前まで） 

 ・章の内容の大タイトルや区分けを変更した。（前近代のページ数圧縮・タイトルを柔らかく） 

  【旧】（１）原始古代（２）中世（３）近世（４）近代（５）現代 

  【新】（１）旧石器時代から：多摩丘陵の開発のはじまり武蔵国府の周縁地として 

     （２）武士の時代（鎌倉・室町・戦国・江戸時代） または 

鎌倉街道の沿道として～鎌倉時代から江戸時代までの多摩～ 

     （３）多摩村から多摩町へ～明治時代から多摩ニュータウン開発前の多摩～ 

 

■Ⅳ．多摩市の歴史（多摩ニュータウン開発から） 

 ・「ハード面」よりも「くらし」の部分を多く入れる、という前回委員会意見を参考に、計画の

部分を減らし、くらしの内容を増やした。 

 例）Ⅳ《１》①「多摩ニュータウン開発」下段 「開発時の思い出」 

⇒住民の方が体験した多摩ニュータウン開発談を入れる。 

    《１》②「初期入居とくらしの変化」5段目以降「新しいくらし」①②③④ 

       ⇒さまざまな生活のエピソードを入れられる項目を用意した。 

    《２》【旧】①多摩ニュータウン計画の始動 ②具体化する多摩ニュータウンを圧縮し、 

       【新】①多摩ニュータウン開発 とし、ハード面の記述を減らした。 

 

 【旧】③生活再建と初期入居 は、【新】②初期入居とくらしの変化 として「く

らし」を強調した。 

 

■Ⅴ．多摩市の現在から未来へ 

 現在の状況を示した項目がなかったので「①再び変貌する地域」を追加した。 
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